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1章

学
習
の
課
題

1節 混合物を純物質に分離するにはどのような方法
があるのだろうか。 ➡p.27

2節 物質を構成している基本的な成分は何だろうか。 ➡p.32

3節 固体・液体・気体は粒
りゅう

子
し

のふるまい方にどのよ
うな違いがあるのだろうか。

➡p.37

物質の成分と
構成元素

▲図１　1円硬
こう

貨
か

と10円硬貨

　私たちの身のまわりには，さまざまな物質が存在している。物質は純
物質と混合物に分類できる。窒

ちっ

素
そ

，酸素，水，塩化ナトリウム，二酸化
炭素のように，ただ1種類の物質からなるものを純

じゅん

物
ぶっ

質
しつ

という。これに
対して，2種類以上の物質が混じり合ったものを混

こん

合
ごう

物
ぶつ

という。例えば，
空気には，窒素，酸素のほかに，アルゴン，二酸化炭素などの物質が含
まれる。また，海水には，水のほかに，塩化ナトリウム，塩化マグネシ
ウム，硫

りゅう

酸
さん

マグネシウムなどの物質が含まれる。自然界に存在する物質
の多くは何種類かの物質が混じり合った混合物である。

1節 物質の成分
純物質と混合物 混合物　mixtureA

窒素 

酸素 

ネオン

ヘリウム

その他

78.1 %

20.9 %

アルゴン        0.9 %
二酸化炭素  0.04 %

  0.002 %

  0.0005 %

硫酸カルシウム

硫酸カリウム

その他

塩化ナトリウム 77.8 %
3.5 %

96.5 %

塩化マグネシウム 10.9 %

硫酸マグネシウム  4.7 %

  6.6 %

塩類

水

空気 海水

▲図４　乾燥空気の組成（体積
パーセント）　水蒸気（水）は，含
まれる量が時間と場所により異
なるので除いてある。

▲図５　海水の組成（質量パーセント）

▲図２　純物質の例

アルミニウム
（１円硬貨）

ショ糖
（グラニュー糖）

金

2　Pa（パスカル）は圧力の
単位で，1 Paは1 m2あたり

に1 N（ニュートン）の力がは
たらくときの圧力である。

融点…固体が融
と

けて液体に変
化するときの温度。中１
沸点…液体が沸

ふっ

騰
とう

して気体に
変化するときの温度。中１
密度…物質の体積1 cm3あた

りの質量（g）。中１

1

純物質の性質　純物質は，一定の融
ゆう

点
てん

，沸
ふっ

点
てん

，密
みつ

度
ど

などをもつ。例
えば，水は1気圧（1.01×105 Pa）のもとで，融点が0℃，沸点が100℃
であり，密度は約4℃のときに最大の1g/cm3を示す。

1

2

▲図３　混合物の例

牛乳

岩石

食塩水

原油（石油）
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融解

凝固

凝縮
蒸発

固体
（氷）

液体
（水）

気体
（水蒸気）

昇華
昇華

　水は1気圧（1.01⊠105 Pa）のもとで，室温では液体であるが，
0℃以下では固体の氷として存在し，100℃以上では気体の水蒸
気として存在する。このようにあらゆる物質は，温度と圧力に応
じて，固

こ

体
たい

，液
えき

体
たい

，気
き

体
たい

のいずれかの状態をとる。この3つの状
態を物

ぶっ

質
しつ

の三
さん

態
たい

という。
　温度や圧力を変化させると，物質の状態は三態の間で変化する。
この変化は特に状

じょう

態
たい

変
へん

化
か

とも呼ばれる。固体から液体への変化を
融
ゆう

解
かい

，液体から固体への変化を凝
ぎょう

固
こ

，液体から気体への変化を蒸
じょう

発
はつ

，気体から液体への変化を凝
ぎょう

縮
しゅく

，固体から気体への変化あるい
は，気体から固体への変化はどちらも昇

しょう

華
か

という。
　純物質の状態変化は，圧力が一定のとき，ある決まった温度で
起こる。氷を加熱していくと，温度や状態は図26のように変化する。

3節 物質の三態
物質の三態と状態間の変化� 物質の三態　three states of matterA

物理変化と化学変化　氷が融解して水になるような状態変化では，
水という物質そのものは変わらない。このように，物質の種類は変化せ
ず，物質の状態だけが変わる変化を物

ぶつ

理
り

変
へん

化
か

という。これに対して，水
素と酸素が反応して水が生じるように，ある物質から別の物質が生じる
変化を化

か

学
がく

変
へん

化
か

，あるいは化
か

学
がく

反
はん

応
のう

という。
1

次の変化を物理変化と化学変化に区別せよ。
⑴湿
しめ

った空気中で鉄くぎがさびた。　⑵食塩水を蒸留して純水をつくった。
⑶水を電気分解した。　　　　　　　⑷水に食塩を溶

と

かした。

6 20

氷 氷と水 水 水と水蒸気 水蒸気

沸点
100

融点
    0

温
度〔
℃
〕

加熱時間

100℃の水蒸気

100℃の水

0 ℃の水

0 ℃の氷
沸騰

融解

▲図26　水に同じ割合で熱を加えたときの状態と温度変化　固体が融解する温度を融
ゆう

点
てん

という。液体の表面だけではなく，内部か
らも蒸発が起こる現象が沸

ふっ

騰
とう

であり，このときの温度が沸
ふっ

点
てん

である。また，液体が凝固する温度が凝
ぎょう

固
こ

点
てん

であり，純物質では融点と等しい。
物質の融解や沸騰が起こっている間は，温度は一定に保たれる（圧力は1.01╳105 Paで一定とする）。

▲図25　水の状態変化　
➡は加熱，➡は冷

れい

却
きゃく

（圧力一定のとき）
気体→固体への状態変化を凝華と呼
ぶ考えもある。

分
ぶん

解
かい

…1種類の物質が2種類
以上の物質に分かれる化学変
化。中２
化
か

合
ごう

…2種類以上の物質が結
びついて新しい物質ができる
化学変化。中２

1

固体，液体，気体　中１
状態変化　中１
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　•同素体……同じ元素の単体で性質の異なる物質。
　　　　　　　炭素C，酸素O，リンP，硫黄Sなど

　　　　　　　に存在する。

　《注意》単体と元素は同じ名称で呼ばれることが多い。
　　　　【例】水を電気分解すると水素（単体）と酸素（単体）が得られる。……単体：実際に存在する物質
　　　　　　水は水素（元素）と酸素（元素）からなる物質である。……元素：物質を構成する成分
〈成分元素の確認方法〉
　•炎色反応…… 物質を炎の中で加熱

したとき，元素に
よって炎が特有の色
を示す現象。

　•沈殿の生成による元素の検出

物質の三態
　•物質の三態……物質が示す固体，液体，気体という3つの状態。
　•状態変化……温度や圧力を変化させたときの，物質の三態間での変化。
　　　物理変化……物質そのものは変化せず，その状態だけが変わる変化。
　　　化学変化……ある物質から別の物質が生じる変化。化学反応ともいう。
　•拡散……物質が自然に広がっていく現象。
　•熱運動……物質を構成する粒子が温度に応じて行う不規則な運動。
　•セルシウス温度（セ氏温度）…… 水の凝固点と沸点の間を100等分して1℃

の温度差を定めた温度。単位〔℃〕。
　•絶対温度…… −273℃（絶対零度）を温度の原点にし，セルシウス温度と

同じ目盛り間隔で表した温度。単位〔K
ケルビン

〕。
　　　　　　　　　絶対温度T＝セルシウス温度 t＋273

5

10

15

20

3

構成元素 同素体

炭素 C 黒鉛，ダ㋑㋳㋲ンド，㋫㋶ー㆑ン

酸素 O 酸素，㋔ゾン

㋷ン P 赤㋷ン，黄㋷ン

硫黄 S 斜方硫黄，単斜硫黄，ゴ㋰状硫黄

検出する元素 方法 結果

塩素 Cl 硝酸銀水溶液を加える。 白色の沈殿を生じる（塩化銀が生成）。

炭素 Cと酸素O（CO2）
石灰水（水酸化㋕㋸㋛㋒㋰飽和水溶液）に
通じる。

白く濁る（炭酸㋕㋸㋛㋒㋰が生成）。

元素 色

㋷㋠㋒㋰ Li 赤

㋤㋣㋷㋒㋰ Na 黄

㋕㋷㋒㋰ K 赤紫

元素 色

㋕㋸㋛㋒㋰ Ca 橙赤

㋜㋣㋺ン㋠㋒㋰ Sr 紅（深赤）

バ㋷㋒㋰ Ba 黄緑

銅 Cu 青緑

外炎
内炎

熱運動：穏やか，粒子間の力：大

熱運動：激しい，粒子間の力：小

1節	 純物質と混合物の違いを説明できる。➡ p.２６

	 混合物の種類によって，混合物の分離法を適切に使い分けることができる。➡ p.２７

2節 同素体について，具体的な物質名を挙げて説明できる。➡ p.３３

 物質に含まれる元素の検出・確認を，炎色反応・沈殿の生成実験によって説明できる。➡ p.３４

3節 物質の三態間での変化を，分子の熱運動と分子間の引力の大きさの違いで説明できる。➡ p.３７30

融解 凝固

蒸発 凝縮

昇
華

固体

液体

気体
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構成元素 同素体

炭素 C 黒鉛，ダ㋑㋳㋲ンド，㋫㋶ー㆑ン

酸素 O 酸素，㋔ゾン

㋷ン P 赤㋷ン，黄㋷ン

硫黄 S 斜方硫黄，単斜硫黄，ゴ㋰状硫黄

検出する元素 方法 結果

塩素 Cl 硝酸銀水溶液を加える。 白色の沈殿を生じる（塩化銀が生成）。

炭素 C（CO2）
石灰水（水酸化㋕㋸㋛㋒㋰飽和水溶液）に
通じる。

白く濁る（炭酸㋕㋸㋛㋒㋰が生成）。

元素 色

㋷㋠㋒㋰ Li 赤

㋤㋣㋷㋒㋰ Na 黄

㋕㋷㋒㋰ K 赤紫

元素 色

㋕㋸㋛㋒㋰ Ca 橙赤

㋜㋣㋺ン㋠㋒㋰ Sr 紅（深赤）

バ㋷㋒㋰ Ba 黄緑

銅 Cu 青緑

外炎
内炎

熱運動：穏やか，粒子間の力：大

熱運動：激しい，粒子間の力：小

1節	 純物質と混合物の違いを説明できる。➡ p.２６

	 混合物の種類によって，混合物の分離法を適切に使い分けることができる。➡ p.２７

2節 同素体について，具体的な物質名を挙げて説明できる。➡ p.３３

 物質に含まれる元素の検出・確認を，炎色反応・沈殿の生成実験によって説明できる。➡ p.３４

3節 物質の三態間での変化を，分子の熱運動と分子間の引力の大きさの違いで説明できる。➡ p.３７30

融解 凝固

蒸発 凝縮

昇
華

固体

液体

気体
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